
紹

介

宝
月
圭
吾
先
生
還
暦
記
念
会
編

日
本
社
会
経
済
史
研
究

宝
月
圭
吾
博
士
の
還
暦
記
念
論
文
集
が
四
七
名

の
多
数
の
日
本
史
研
究
者
の
論
考
を
集
め
て
一
一
一
巻

よ
り
な
る
大
部
の
研
究
室
田
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

宝
月
博
士
は
東
京
大
学
な
ら
び
に
史
料
編
纂
所
に

お
け
る
長
い
学
究
生
活
の
聞
に
、
中
佐
社
会
経
済

史
の
基
礎
的
史
料
を
博
捗
さ
れ
、
『
中
世
濯
淑
史
の

研
究
』
と
『
中
世
量
制
史
の
研
究
』
に
大
成
さ
れ

る
数
多
く
の
学
問
的
成
果
を
も
っ
て
中
世
史
研
究

に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
。
と
く
に
『
中
世
濯
甑

史
の
研
究
』
は
、
中
世
農
業
技
術
史
に
関
す
る
貴

重
な
デ
ー
タ
を
網
羅
じ
て
、
中
世
史
研
究
者
が
必

ら
ず
一
度
は
典
拠
と
し
て
こ
れ
を
ひ
も
と
く
べ
き

古
典
的
名
著
と
し
て
、
古
島
敏
雄
氏
の
「
日
本
農

業
技
術
史
』
と
と
も
に
今
後
も
そ
の
価
値
は
衰
え

な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
ひ
き
続
き
『
中
世
量
制
史

の
研
究
』
を
上
梓
さ
れ
、
と
く
に
析
に
関
す
る
今
日

得
ら
れ
る
す
べ
て
の
史
料
を
集
め
ら
れ
、
後
進
の

研
究
者
と
し
て
は
ま
こ
と
に
重
宝
こ
の
上
な
い
著

作
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
宝
月
博
士
が

こ
れ
ら
の
大
業
を
成
さ
れ
た
の
は
、
博
士
の
重
厚

・
堅
実
な
実
証
的
研
究
の
成
果
で
あ
る
が
、
同
時

に
東
大
史
料
編
纂
所
と
い
う
め
ぐ
ま
れ
た
研
究
の

場
に
お
ら
れ
た
こ
と
も
あ
ず
か
つ
て
力
が
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
博
士
の
御
仕
事
の
影
響
力
は
大
き
く
、

そ
の
こ
と
が
こ
の
『
日
本
社
会
経
済
史
研
究
』
全

三
巻
の
偉
容
に
も
う
か
が
え
る
。

『
古
代
・
中
世
編
』
は
、
長
地
・
半
折
の
前
後
関

係
を
中
心
に
条
里
制
地
割
の
実
態
を
分
折
し
た
弥

永
貞
三
「
半
折
考
」
、
束
把
制
の
消
長
の
過
程
を

論
じ
た
歌
川
学
「
稲
束
の
制
に
つ
い
て
」
、
墾
田

永
世
私
財
法
の
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
l
ク
を
も

と
に
同
法
の
性
格
規
定
を
行
な
っ
た
吉
田
孝
「
墾

田
永
世
私
財
法
の
変
質
」
、
小
東
庄
の
名
編
成
の

成
立
を
中
心
に
階
層
構
成
と
収
取
機
構
を
論
じ
た

稲
垣
泰
彦
「
東
大
寺
領
小
東
庄
の
構
成
」
、
均
等

名
荘
園
制
論
で
把
握
し
き
れ
な
い
畿
内
型
荘
園
を

「
名
目
・
問
団
」
体
制
の
概
念
で
分
折
し
た
島
田

次
郎
「
畿
内
荘
園
に
お
け
る
中
位
村
落
」
、
大
番

舎
人
の
番
水
支
配
体
制
を
扱
っ
た
岡
田
隆
夫
「
和

泉
国
大
鳥
郷
に
お
け
る
開
発
と
展
開
」
、
職
の
体

系
と
封
建
制
と
の
関
係
を
理
論
的
に
追
究
し
た
永

原
慶
二
「
荘
園
制
に
お
け
る
職
の
性
格
」
、
い
わ

ゆ
る
「
文
治
地
頭
」
の
性
格
を
学
説
批
判
的
に
分

析
し
た
安
田
元
久
「
『
文
治
地
頭
』
に
関
す
る
省

察
」
、
鎌
倉
時
代
の
守
護
領
を
各
国
に
つ
い
て
実

態
分
折
し
国
府
近
傍
の
国
街
領
H
H
交
通
の
要
衝
を

基
幹
部
分
と
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
従

来
研
究
の
盲
点
で
あ
っ
た
分
野
に
展
望
を
打
ち
出

し
た
石
井
進
「
鎌
倉
時
代
『
守
護
領
』
研
究
序

説
」
、
讃
岐
国
の
御
家
人
の
分
析
と
新
補
地
頭
・

在
庁
官
人
と
の
関
係
を
実
証
し
た
田
中
稔
「
讃
岐

国
の
地
頭
御
家
人
に
つ
い
て
」
、
建
治
年
間
の
地

頭
職
分
割
の
実
態
を
歴
史
地
理
学
の
方
法
も
援
用

し
て
分
析
し
た
井
上
鋭
夫
「
奥
山
庄
の
復
元
的
研

究
」
、
島
津
庄
の
在
地
領
主
の
鎌
倉
末
h

南
北
朝

初
期
の
動
向
を
追
っ
た
五
味
克
夫
「
救
二
院
と
救

二
郷
」
、
豊
後
国
大
野
圧
志
賀
村
の
在
地
領
主
と

在
家
農
民
を
扱
っ
た
佐
川
弘
「
名
田
・
在
家
付
回

相
関
関
係
に
関
す
る
一
試
論
」
、
在
地
領
主
の
所

領
構
造
を
東
国
の
諸
史
料
に
つ
い
て
分
析
し
た
誉

回
慶
恩
「
東
園
地
頭
の
在
家
支
配
に
つ
い
て
」
、

荘
園
制
崩
嬢
期
に
入
る
南
北
朝
期
に
東
寺
領
荘
園

が
発
展
の
頂
点
に
達
す
る
条
件
を
学
衆
方
は
じ
め

各
方
の
成
立
と
所
職
の
一
円
化
に
求
め
た
網
野
善

彦
「
東
寺
学
衆
方
荘
園
の
成
立
」
、
東
大
寺
に
お

け
る
学
侶
の
集
団
指
導
性
の
確
立
を
論
じ
た
平
岡

定
海
「
僧
兵
に
つ
い
て
」
、
善
驚
事
件
を
中
心
に

関
東
の
異
端
を
論
じ
た
笠
原
一
男
「
危
機
に
立
つ

親
驚
の
念
仏
」
、
以
上
の
一
入
の
論
文
よ
り
成
っ
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介

て
い
る
。

『
中
世
編
』
は
、
応
永
年
間
の
神
宮
方
・
段
銭

京
済
制
度
の
成
立
を
論
じ
段
銭
の
制
度
史
研
究
を

深
め
た
百
瀬
今
朝
雄
「
段
銭
考
」
、
中
世
の
各
種

裁
判
権
の
重
層
関
係
を
法
制
史
の
上
で
追
究
し
た

笠
松
宏
至
「
中
世
在
地
裁
判
権
の
一
考
察
」
、
武

家
裁
判
権
の
管
轄
と
訴
訟
手
続
を
分
析
し
た
羽
下

徳
彦
「
室
町
幕
府
初
期
検
断
小
考
」
、
評
定
｜
引

付
の
所
務
相
論
の
衰
微
と
京
都
経
済
圏
の
掌
握
の

強
化
の
中
で
京
都
の
雑
務
公
事
を
扱
う
政
所
の
位

置
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
桑
山
浩
然
「
中
期

に
お
け
る
室
町
幕
府
政
所
の
構
成
と
機
能
」
、
矢

野
庄
の
年
貢
散
用
状
の
「
国
下
用
」
や
「
半
分
定
」

に
注
目
し
て
守
護
役
関
係
費
用
の
変
化
と
こ
れ
を

め
ぐ
る
守
護
・
荘
園
領
主
・
地
下
の
関
係
を
論
じ

た
福
田
以
久
生
「
守
護
役
考
」
、
万
里
小
路
家
領

に
つ
い
て
請
負
代
官
制
の
推
移
を
論
じ
た
新
田
英

治
「
室
町
時
代
の
公
家
領
に
お
け
る
代
官
請
負
に

関
す
る
一
考
察
」
、
保
内
商
人
の
場
合
に
つ
い
て

各
種
専
売
権
・
本
座
権
・
流
通
路
独
占
の
関
係
と

段
階
規
定
を
行
な
っ
た
佐
々
木
銀
弥
「
座
商
人
の

独
占
に
つ
い
て
」
、
得
珍
保
今
堀
郷
の
階
層
構
成

と
惣
諸
体
制
の
展
開
を
詳
細
に
追
跡
し
た
金
本
正

之
「
中
世
後
期
に
於
け
る
近
江
の
農
村
」
、
中
世

末
の
革
島
家
の
所
領
支
配
構
造
を
分
析
し
た
尾
藤

紹

さ
き
子
「
畿
内
小
領
主
の
成
立
」
、
相
良
氏
法
度

が
郡
中
惣
の
法
と
も
い
う
べ
き
性
格
を
も
ち
、
所

衆
談
合
と
い
う
一
種
の
在
地
裁
判
権
の
上
に
相
良

氏
の
裁
判
権
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
勝

俣
鎮
夫
「
相
良
氏
法
度
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
、

京
都
に
お
い
て
地
主
的
土
地
所
有
に
対
す
る
町
単

位
の
共
同
体
的
土
地
所
有
の
対
抗
・
克
服
に
近
世

の
町
人
都
市
の
成
立
を
見
る
瀬
田
勝
哉
「
近
世
都

市
成
立
史
序
説
」
、
宝
徳
・
享
禄
・
天
文
の
検
地

帳
の
分
折
に
よ
っ
て
上
賀
茂
岡
本
卿
の
復
元
図
を

作
成
し
た
須
磨
千
頴
「
賀
茂
別
雷
神
社
境
内
諸
郷

田
地
の
復
元
的
研
究
」
、
以
上
の
一
一
一
編
で
あ
る
。

最
近
研
究
が
著
し
く
進
み
出
し
た
室
町
幕
府
守
護

体
制
の
制
度
的
研
究
の
先
端
を
行
く
力
稿
が
四
編

も
並
び
注
目
さ
れ
る
巻
と
な
っ
て
い
る
。

『
近
位
編
』
は
、
次
の
諸
論
考
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。

信
州
真
田
氏
の
領
国
形
成
過
程
｜
｜
昌
幸
時
代

を
中
心
と
し
て
l
l
l

河

内

八

郎

水

主

役

と

漁

業

構

造

三

鬼

清

一

郎

成
立
期
の
糸
割
符
に
関
す
る
一
考
察

加
藤
栄
一

近
世
前
期
信
濃
に
お
け
る
農
民
家
屋
に
つ
い
て

大
石
慎
三
郎

近
世
前
期
諸
氏
藩
領
農
村
の
特
質
｜
｜
川
越
領

Jfrfi 
円男

を

中

心

に

。

｜

｜

大

野

松
本
落
慶
安
検
地
の
歴
史
的
意
義
金
井

長
州
藩
に
お
け
る
家
臣
図
形
成
過
程

市
村
佑
一

寛
文
期
の
会
津
藩
「
半
石
半
永
」
制
運
用
政
策

転

換

、

高

木

昭

作

北
信
幕
領
に
お
け
る
石
代
納
大
口
勇
次
郎

幕
府
領
か
ら
私
領
へ
の
替
地
の
諸
問
題
｜
｜
近

世
後
期
信
濃
椎
谷
領
の
場
合
｜
｜

青

木

孝

寿

近
世
用
水
堰
の
経
済
史
的
研
究
｜
｜
八
ヶ
岳
山

麓
開
発
を
中
心
と
し
た
近
世
用
水
堰
の
研

究

｜

｜

小

村

正

人

林
目
付
の
記
録
よ
り
み
た
諏
訪
藩
の
山
林
政
策

峯

村

秀

夫

藩
流
通
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
の
一
考
察

｜
｜
信
州
上
回
警
官
素
材
と
し
て
｜
｜

雨

宮

由

幾

岡
山
藩
に
お
け
る
小
倉
織
物
の
流
通
形
態

｜
｜
嘉
永
・
安
永
期
を
中
心
と
し
て
1
｜

小

野

正

雄

越
後
綿
布
生
産
地
帯
に
お
け
る
地
主
経
営

l
l
l
北
魚
沼
郡
西
吉
谷
村
石
坂
家
の
場
合
ー
ー
ー

児
玉
彰
三
郎

一
八
世
紀
末
に
お
け
る
村
方
騒
動
と
村
落
支
配
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｜
｜
美
濃
に
お
け
る
一
村
の
分
布
ー
ー

伊
藤
忠
土

村
方
騒
動
と
寄
生
地
主
｜
｜
甲
州
水
田
地
帯
に

お
け
る
個
別
例
｜
｜
l

佐
々
木
潤
之
介

生
野
の
乱
の
史
的
背
景
｜
｜
在
地
豪
農
の
動
向

を

中

心

に

｜

｜

長

倉

保

（
『
古
代
、
中
世
編
』

A
5
判
六
一
四
頁
三
、
五
O

O
円
『
中
世
編
』

A
5
判
四
五
四
頁
二
、
入
O

O
円
『
近
世
編
』

A
五
判
六
二
四
頁
三
、
七
O

O
円
何
れ
も
昭
和
四
二
年
一

O
月
吉
川
弘
文
館
刊
）

（
村
田
修
三
）

兵
庫
県
百
年
史

明
治
・
府
県
制
の
は
じ
ま
り
か
ら
百
年
を
む
か

え
、
各
府
県
で
百
年
史
の
編
纂
が
す
す
め
ら
れ
て

い
る
と
開
く
が
、
『
兵
庫
県
百
年
史
』
が
い
ち
早

く
上
梓
さ
れ
た
。
一
、
ニ
四

O
頁
の
大
冊
に
、
兵

庫
県
百
年
の
歩
み
を
ぎ
っ
し
り
と
つ
め
こ
ん
だ
、

豊
か
な
内
容
を
も
っ
百
年
史
で
あ
る
。
武
藤
誠
・

今
井
林
太
郎
・
俵
静
夫
・
宮
本
文
次
氏
ら
研
究
者

を
交
え
た
編
纂
委
員
会
の
も
と
、
執
筆
者
は
、
藤

岡
謙
二
郎
・
阿
部
真
琴
・
木
南
弘
・
酒
井
一
・
岩

瀬
昌
登
・
前
嶋
雅
光
・
蓮
池
義
治
・
川
端
直
正
・

稲
本
吉
次
・
師
岡
祐
行
・
堂
面
秋
芳
の
諸
氏
で
あ

4
Q

。さ
て
記
述
の
内
容
で
あ
る
が
、
明
治
前
期
・
後

期
、
大
正
期
、
昭
和
前
期
・
後
期
と
時
代
区
分
し
、

冒
頭
に
兵
庫
県
の
地
理
的
基
盤
を
配
し
て
い
る
。

明
治
前
期
は
、
幕
末
の
政
局
と
兵
庫
開
港
問
題
に

は
じ
ま
り
、
王
政
復
古
、
兵
庫
事
務
局
・
兵
庫
鎮

台
・
兵
庫
裁
判
所
の
設
置
を
経
て
慶
応
四
年
五
月

二
十
三
日
兵
庫
県
設
置
初
代
知
事
伊
藤
博
文
任
命
、

山
陰
山
陽
の
鎮
定
と
版
籍
奉
還
、
廃
藩
置
県
と
県

の
統
合
、
地
租
改
正
、
県
機
構
と
県
財
政
の
推
移
、

殖
産
興
業
と
近
代
産
業
の
発
足
、
神
戸
港
の
発
展
、

教
育
の
進
展
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
誕
生
と
自
由

民
権
運
動
、
以
上
が
前
期
で
あ
る
。
後
期
は
市
町

村
制
・
府
県
制
の
実
施
に
よ
る
地
方
自
治
制
度
の

確
立
を
画
期
と
し
、
県
下
の
政
党
分
野
、
農
業
技

術
の
改
良
と
農
村
経
済
の
推
移
、
漁
業
の
発
達
、

近
代
工
業
の
確
立
、
条
約
改
正
と
神
戸
港
の
貿
易
、

金
融
機
関
・
交
通
通
信
機
関
の
発
達
、
日
清
日
露

の
両
戦
役
と
軍
備
拡
張
、
教
育
の
普
及
、
充
実
、

文
化
の
諸
相
に
ふ
れ
る
。
大
正
期
は
、
地
方
自
治

の
拡
充
と
県
財
政
、
県
下
政
党
の
動
き
、
世
界
大

戦
と
産
業
の
躍
進
、
神
戸
港
貿
易
の
躍
進
、
米
騒

動
と
労
働
運
動
の
高
揚
、
由
民
漁
村
の
不
況
と
小
作

争
議
、
戦
後
に
お
け
る
産
業
の
沈
滞
、
戦
後
不
況

下
の
労
働
運
動
と
普
選
運
動
、
教
育
機
関
の
拡
充
、

災
害
と
疫
病
、
生
治
と
文
化
と
展
開
す
る
。
昭
和

前
期
は
、
金
融
恐
慌
に
は
じ
ま
り
、
産
業
界
の
不

況
、
農
漁
村
の
疲
弊
、
恐
慌
下
の
県
財
政
、
普
選

の
実
施
と
県
政
界
、
満
州
事
変
と
産
業
界
の
活
況
、

日
華
事
変
と
戦
時
体
制
へ
の
移
行
、
太
平
洋
戦
争

の
進
展
、
戦
時
下
の
教
育
と
昭
和
二
十
年
に
い
た

り
、
昭
和
後
期
は
太
平
洋
戦
争
の
終
結
と
戦
後
の

混
乱
に
は
じ
ま
り
、
地
方
自
治
制
度
の
改
一
、
経

済
民
主
化
政
策
と
産
業
の
復
興
、
労
働
運
動
の
展

開
、
教
育
制
度
の
刷
新
、
産
業
の
高
度
成
長
、
公

共
事
業
と
災
害
等
を
述
べ
、
最
後
に
県
政
の
現
状

と
将
来
方
向
、
で
し
め
く
く
っ
て
い
る
。

以
上
、
実
の
と
こ
ろ
各
章
の
見
出
し
を
中
心
に

紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
各
章
何
れ
も
適
切
な
表

題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
百
年
の
歩
み

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
何
を
記
述
し
て
い
る
か

も
、
推
測
願
え
る
か
と
思
う
次
第
で
あ
る
。
地
方

自
治
制
の
沿
革
、
県
政
界
の
動
き
、
殖
産
興
業
に

は
じ
ま
り
高
度
成
長
に
い
た
る
産
業
経
済
界
の
動

向
、
学
制
か
ら
戦
後
の
P
T
A
な
ど
社
会
教
育
の

充
実
に
い
た
る
教
育
界
の
動
き
、
自
由
民
権
運

動
・
米
騒
動
・
小
作
争
議
な
ど
労
働
者
農
民
の
動

向
等
々
、
こ
の
百
年
の
主
要
な
問
題
は
す
べ
て
網

(294) 134 




